
市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、8
月
16
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。分
析
結
果
は
9
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

●
病
害
虫
防
除

◎
い
も
ち
病

　

比
較
的
低
温
で
曇
雨
天
が
続
く
場
合
や
、
窒
素

過
多
で
葉
色
が
濃
い
場
合
に
発
生
が
多
く
な
り
、

放
置
す
る
と
空
気
伝
染
で
拡
大
し
、
株
の
ず
り
こ

み
症
状
や
穂
い
も
ち
が
多
発
し
ま
す
。
進
展
し
て

か
ら
の
防
除
は
困
難
な
の
で
、
初
期
防
除
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
補
植
用
置
き
苗
が
発
生
源

の
１
つ
と
な
る
の
で
、
必
ず
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

◎
紋
枯
病

　

梅
雨
以
降
高
温
が
続
く
と
発
生
し
ま
す
。
窒
素

過
多
や
密
植
は
発
病
を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
病
斑
は
水
際
付
近
の
茎
か
ら
上
に
向

か
っ
て
拡
大
す
る
の
で
、
株
元
ま
で
薬
剤
が
か

か
る
よ
う
に
散
布
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
基
幹
防
除

▽
８
月
上
・
中
旬(

早
生
）

・
Ｍ
Ｒ
．
ジ
ョ
ー
カ
ー
Ｅ
Ｗ　

2000
倍
〔
14
日
／

２
回
〕

＊
紋
枯
病
・
い
も
ち
病
発
生
の
お
そ
れ
や
、
登
熟

期
・
成
熟
期
以
降
に
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
「
水
稲
栽
培
ご
よ

み
」
の
防
除
例
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
８
月
上
・
中
旬(

中
晩
生
）

・
Ｍ
Ｒ
．
ジ
ョ
ー
カ
ー
Ｅ
Ｗ　

2000
倍
〔
14
日
／

２
回
〕

水
　
稲

日 月 火 木 金 土
9月

水

12
5

19
26

21

7

28

1411
18
25

4
9

30

2

24
17
10
3

16
敬老の日

23
秋分の日

13
20
27

6
8
15

29
22

1

日 月 火 木 金 土
8月

7
14
21
28

水

8
15
22
29

1
6
13
20
27

17
10
3

24

2
9
16
23
30 31

12

19
26

5
振替休日

11

18
25

4
山の日

・
ア
ミ
ス
タ
ー
エ
イ
ト　

1000
倍
〔
14
日
／
３

回
〕

▽
８
月
下
旬(

中
生
）
・
９
月
上
旬(

晩
生
）

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆
）　

2000
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

◎
粒
剤
防
除

▽
８
月
上
旬(

中
晩
生
） 

・
イ
モ
チ
エ
ー
ス
キ
ラ
ッ
プ(

粒
）　

３
㎏
／

10
ａ
〔
35
日
／
１
回
〕

▽
８
月
上
旬(

早
生
）
・
８
月
中
旬(

中
生
）
・

８
月
下
旬(

晩
生
）

・
ス
タ
ー
ク
ル(

粒
）　

３
㎏
／
10
a
〔
７
日
／

３
回
〕

◎
豆
つ
ぶ
剤
防
除

▽
８
月
上
旬(

中
晩
生
） 

・
ワ
イ
ド
パ
ン
チ
豆
つ
ぶ　

250
ｇ
／
10
ａ
〔
35

日
／
１
回
〕

▽
８
月
上
旬(

早
生
）
・
８
月
中
旬(

中
生
）
・

８
月
下
旬(
晩
生
）

・
ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ　

250
ｇ
／
10
ａ
〔
７
日

／
３
回
〕

①
出
穂
2
週
間
前
ま
で
に
草
刈
り
作
業

　

畦
畔
の
イ
ネ
科
雑
草
、
水
田
周
辺
雑
草
地
は

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
源
に
な
り
ま
す
。

出
穂
2
週
間
前
ま
で
に
草
刈
り
し
ま
し
ょ
う
。

出
穂
後
に
行
う
と
、
か
え
っ
て
カ
メ
ム
シ
類
を

水
田
に
追
い
た
て
被
害
を
増
や
す
こ
と
に
な
る

た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
薬
剤
に
よ
る
適
期
防
除
を

　

斑
点
米
（
カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る
吸
汁
に
よ
る

被
害
）
が
発
生
し
や
す
い
乳
熟
期
（
穂
揃
期

〔
１
圃
場
の
90
％
が
出
穂
し
た
状
態
〕
か
ら
７

〜
10
日
後
）
に
ス
タ
ー
ク
ル(

顆
）
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

●
良
質
米
生
産
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

未
熟
粒
（
青
未
熟
粒
・
心
白
粒
な
ど
）
や
胴

割
粒
は
、
等
級
を
低
下
さ
せ
る
最
大
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
未
熟
粒
は
、
登
熟
初
中
期
に

玄
米
へ
の
養
分
集
積
が
悪
く
な
る
と
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
穂
期
以
降
の

水
管
理
が
特
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

①
適
切
な
水
管
理

　

出
穂
期
か
ら
2
週
間
程
度
は
常
時
湛
水
を
保

ち
、
そ
の
後
は
間
断
か
ん
が
い
を
行
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
適
期
落
水
の
励
行

　

早
期
に
落
水
す
る
と
水
分
・
養
分
が
不
足

し
、
粒
張
り
が
悪
く
な
る
と
と
も
に
、
乳
白
米

や
未
熟
米
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

砂
壌
土
の
水
田
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。
落
水

後
、
高
温
が
続
き
田
面
が
乾
き
す
ぎ
る
場
合

は
、
走
り
水
を
行
い
、
根
の
老
化
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

収
穫
時
期
は
、
出
穂
後
の
平
均
気
温
積
算
値

に
よ
り
あ
る
程
度
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
例
】
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
900
〜
1000
℃

＊
出
穂
後
、
平
均
気
温
が
１
℃
高
く
な
る
と
収

穫
は
１
〜
２
日
早
ま
り
ま
す
。

【
収
穫
の
目
安
】

　

左
記
を
参
考
に
、
生
育
状
況
を
見
な
が
ら
適

期
刈
り
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

６
月
５
日
田
植
え
の
場
合
）

※

ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
▽
９
月
１
日

※

イ
ク
ヒ
カ
リ
▽
９
月
５
日
〜
10
日

※

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
▽
９
月
７
日
〜
13
日

※

き
ぬ
む
す
め
▽
９
月
20
日
〜
30
日

※

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
▽
９
月
25
日
〜
10
月
５
日

※

に
こ
ま
る
▽
９
月
28
日
〜
10
月
８
日

③
適
期
に
刈
り
取
り

　

全
株
の
稔
実
籾
が
85
％
程
度
黄
化
し
た
時

が
、
刈
り
取
り
の
ポ
イ
ン
ト
。
適
期
よ
り
早
刈

り
す
る
と
青
米
が
増
加
し
未
熟
粒
が
多
く
な

り
、
刈
り
遅
れ
る
と
透
明
度
が
低
下
し
茶
米
や

胴
割
れ
米
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
刈
り

遅
れ
に
よ
る
品
質
低
下
が
多
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

④
玄
米
水
分
は
14
・
５
％

　

収
穫
後
、
で
き
る
だ
け
早
く(

４
時
間
以
内
）

通
風
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
急
激
な
乾
燥
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
高
温
、
急
激
な
乾
燥
は
胴
割
れ
米
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

⑤
よ
い
調
整
で
良
質
米
に
仕
上
げ
る

　

乾
燥
直
後
の
籾
す
り
は
肌
ず
れ
米
や
胴
割
れ

米
に
な
り
や
す
い
の
で
、
温
度
が
下
が
っ
て
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
肌
ず
れ
米
は
、
保
管
期
間

が
長
く
な
れ
ば
カ
ビ
な
ど
の
発
生
に
つ
な
が
り

ま
す
。

⑥
籾
・
異
物
な
ど
の
混
入
に
注
意

⑦
量
目
適
正(

30
・
５
㎏
）
確
保

　

決
ま
っ
た
量
目
を
必
ず
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
高
温
・
乾
燥
対
策
が
必
要
で
す
。
高

温
・
乾
燥
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
尻
腐

れ
果
の
発
生
を
助
長
す
る
の
で
、
Ca
液
肥
500
倍

を
生
育
に
応
じ
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

シ
シ
ト
ウ
で
発
生
す
る
辛
味
果
は
乾
燥
や
草
勢

低
下
で
起
こ
り
ま
す
。
灌
水
・
追
肥
・
不
良
果

の
摘
果
な
ど
で
草
勢
の
維
持
、
回
復
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

●
追
肥

・
マ
ン
ス
リ
ー
２
号(

液
肥
）　

1000
倍

●
圃
場
準
備

　

病
原
細
菌
は
、
被
害
残
さ
と
と
も
に
土
壌
中

に
１
年
以
上
生
存
す
る
た
め
、
土
壌
消
毒
を
徹

底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
連
作
障
害
の
回
避

や
土
壌
病
害
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
被
害
の
軽
減
や
雑

草
抑
制
に
も
な
る
た
め
、
土
壌
消
毒
剤
を
適
切

に
使
用
し
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
壌

消
毒
剤
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
た
め
、
目

的
に
応
じ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
圃
場
は
、
ク
ロ

青
ネ
ギ

ル
ピ
ク
リ
ン
含
有
量
の
多
い
資
材
を
選
択
し
、

虫
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
圃
場
で
は
、
Ｄ-

Ｄ

含
有
量
の
多
い
資
材
を
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｄ-

Ｄ
は
、
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
に
比
べ
ガ
ス
抜

け
が
悪
い
た
め
、
よ
り
丁
寧
な
耕
起
が
必
要
で
す
。

　

秋
ま
き
栽
培
が
始
ま
り
ま
す
。
青
ネ
ギ
は
根
が

浅
い
こ
と
か
ら
有
機
質
に
富
み
、
通
気
性
・
排
水

性
・
保
水
性
に
優
れ
た
土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。

堆
肥
を
投
入
し
、
土
づ
く
り
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　

10
a
あ
た
り
1.5
〜
２
ℓ
を
用
意
し
、
128
穴
プ
ラ

グ
ト
レ
イ
に
１
穴
あ
た
り
10
粒
程
度
播
種
し
ま
す
。

播
種
後
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
な
ど
で
薄
く
覆
土

し
、
灌
水
し
ま
す
。
病
害
防
止
の
た
め
、
ト
レ
イ

は
直
接
土
の
上
に
並
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
植

　

株
間
15
〜
20
㎝
、
畝
幅
120
〜
130
㎝
の
４
条
植
え

と
し
ま
す
。
浅
植
え
を
し
、
定
植
後
は
十
分
灌
水

し
活
着
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ス
リ
ッ
プ
ス
・
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

・
ス
タ
ー
ク
ル
（
顆
）　

50
倍
（
0.5
ℓ
灌
注
／
ト

レ
イ
）
〔
定
植
前
日
〜
定
植
時
／
１
回
〕

　

８
月
播
き
品
種
は
高
温
期
の
育
苗
の
た
め
、
苗

づ
く
り
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
高
温
対
策
と

し
て
涼
し
い
場
所
を
選
び
、
寒
冷
紗
な
ど
で
高
温

障
害
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
ま
め
に
灌

水
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
多
す
ぎ
る
と
立
枯
病
が

発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

※

星
岬
▽
８
月
５
日
〜
15
日

※

恋
岬
Ｓ
Ｐ
▽
８
月
15
日
〜
31
日

●
病
害
虫
防
除

▽
播
種
時

◎
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

・
プ
リ
ン
ス
（
粒
）　

20
〜
30
g
／
ト
レ
イ
〔
播

種
時
１
回
〕

◎
育
苗
ト
レ
イ
処
理
剤

▽
育
苗
期
後
半
〜
定
植
当
日

・
べ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ　

400
倍
（
0.5
ℓ
灌
注
／
ト
レ

イ
）
〔
１
回
〕

▽
定
植
前
日
〜
当
日
（
根
こ
ぶ
病
対
策
）

・
ラ
ン
マ
ン
（
フ
）　

500
倍
（
２
ℓ
灌
注
／
ト
レ

イ
）
〔
１
回
〕

●
播
種

※

Ｃ
Ｒ
0501
、
秋
の
祭
典
▽
８
月
25
日
〜
30
日

●
病
害
虫
防
除

◎
育
苗
ト
レ
イ
処
理
剤

▽
育
苗
期
後
半
〜
定
植
当
日

・
べ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ　

400
倍
（
0.5
ℓ
灌
注
／
ト

レ
イ
）
〔
１
回
〕

▽
定
植
前
日
〜
当
日
（
根
こ
ぶ
病
対
策
）

・
ラ
ン
マ
ン
（
フ
）　

500
倍
（
２
ℓ
灌
注
／
ト

レ
イ
）
〔
1
回
〕

ピ
ー
マ
ン・シ
シ
ト
ウ

水
田
裏
作
野
菜
全
般

キ
ャ
ベ
ツ

ハ
ク
サ
イ

ダ
イ
コ
ン

0809



モ
モ

　

夏
期
剪
定
は
、
樹
勢
が
強
く
栄
養
成
長
の
盛

ん
な
樹
を
対
象
に
樹
勢
を
落
ち
着
か
せ
、
着
果

向
上
を
目
的
に
行
い
ま
す
。
樹
冠
内
部
の
真
上

に
伸
び
た
徒
長
枝
を
間
引
き
、
日
光
が
内
部
に

入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
切
り
す

ぎ
る
と
樹
勢
を
弱
め
た
り
、
主
枝
な
ど
が
日
焼

け
を
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
収
穫
後

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
（
乳
）
40　

1500
倍
〔
14
日
／

２
回
〕

＊
多
発
園
で
は
収
穫
後
に
必
ず
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
作
業
が
終
盤
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
収

穫
後
の
日
持
ち
を
良
く
す
る
た
め
、
果
実
温
の

低
い
早
朝
か
ら
収
穫
を
始
め
、
気
温
の
上
昇
す

る
午
前
10
時
頃
ま
で
に
は
終
え
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
収
穫
後
は
礼
肥
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
礼
肥

▽
８
月
下
旬　

＊
収
穫
後

・
ニ
ュ
ー
わ
か
や
ま
味
一
ブ
リ
ケ
ッ
ト
（
80
㎏

／
10
ａ
）

ま
た
は

・
わ
か
や
ま
配
合
（
80
㎏
／
10
ａ
）

＊
樹
勢
が
強
い
場
合
は
施
用
量
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
収
穫
後

◎
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
（
水
）　

1500
倍
〔
21
日
／
２

回
〕

ミ
カ
ン

●
播
種

※

ス
ピ
ー
ド
ド
ー
ム
▽
８
月
10
日
〜
15
日

※

ピ
ク
セ
ル
▽
８
月
15
日
〜
20
日

※

ア
ー
サ
ー
▽
８
月
15
日
〜
30
日

※

ク
リ
ア
▽
８
月
20
日
〜
９
月
15
日

●
病
害
虫
防
除

▽
播
種
時

◎
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

・
プ
リ
ン
ス
（
粒
）　

20
〜
30
g
／
ト
レ
イ

〔
１
回
〕

◎
育
苗
ト
レ
イ
処
理
剤

▽
育
苗
期
後
半
〜
定
植
当
日

・
べ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ　

400
倍
（
0.5
ℓ
灌
注
／
ト

レ
イ
）
〔
１
回
〕

▽
定
植
前
日
〜
当
日
（
根
こ
ぶ
病
対
策
）

・
ラ
ン
マ
ン
（
フ
）　

500
倍
（
２
ℓ
灌
注
／
ト

レ
イ
）
〔
１
回
〕

　

カ
メ
ム
シ
が
園
地
に
飛
来
し
て
く
る
時
期
で

す
。
こ
れ
か
ら
収
穫
が
始
ま
る
品
目
を
栽
培
さ

れ
て
い
る
方
は
、
園
内
を
注
意
し
て
見
回
り
ま

し
ょ
う
。
カ
メ
ム
シ
発
生
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
薬
剤
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

台
風
対
策
と
し
て
支
柱
・
枝
吊
り
を
行
い
、

風
に
よ
る
枝
折
れ
・
傷
果
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
の
作
業
は
、
夏
期
剪
定
で
す
。

　

樹
冠
内
部
の
日
当
た
り
を
良
く
し
、
着
色
・

品
質
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

イ
チ
ジ
ク
の
葉
は
果
樹
の
中
で
も
大
き
い
た
め
、

結
果
枝
下
部
の
果
実
や
樹
冠
内
部
が
過
繁
茂
の
場

合
、
日
照
不
足
に
よ
る
着
色
不
良
果
と
な
り
ま
す
。

結
果
枝
の
上
部
を
絞
り
こ
み
、
葉
を
巻
き
こ
む
こ

と
で
日
当
た
り
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
施
肥

▽
８
月
上
旬

・
有
機
ユ
ー
ト
ッ
プ
668
（
40
㎏
／
10
ａ
）

　

８
月
は
、
最
終
的
な
着
果
量
を
決
定
す
る
仕

上
げ
摘
果
の
時
期
で
す
。
も
う
一
度
園
内
を
見

回
り
、
着
果
過
多
の
部
分
や
樹
冠
ふ
と
こ
ろ
の

小
玉
果
、
ま
た
は
病
害
虫
被
害
果
、
傷
果
な
ど

を
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。

●
摘
葉

　

９
月
初
旬
の
果
実
の
果
頂
部
よ
り
緑
色
が
抜

け
始
め
た
頃
、
果
実
周
辺
の
葉
を
３
〜
５
枚
除

去
す
る
と
、
ヘ
タ
部
の
着
色
促
進
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
８
月
上
旬　

※

刀
根
早
生
・
富
有

◎
落
葉
病
・
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病

・
ス
コ
ア
（
顆
）　

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
イ
ラ
ガ
類
・
カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
顆
）　

4000
倍
〔
７
日
／
２

回
〕

▽
８
月
中
旬
・
下
旬　

※

刀
根
早
生

◎
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病

・
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
（
水
）　

1000
倍
〔
前
日
／
６

回
〕

◎
カ
メ
ム
シ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル
（
顆
）　

2000
倍
〔
前
日
／
３

回
〕

▽
８
月
下
旬　

※

富
有

◎
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病

・
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
（
水
）　

1000
倍
〔
前
日
／
６

回
〕

◎
カ
メ
ム
シ
類

・
ロ
デ
ィ
ー
（
水
）　

1500
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

　

今
月
は
摘
果
作
業
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

●
摘
果

　

極
早
生
品
種
は
、
８
月
中
旬
か
ら
仕
上
げ
摘

果
を
行
い
、
上
向
き
果
実
や
日
焼
け
果
を
除
去

し
ま
し
ょ
う
。
早
生
・
普
通
温
州
は
、
８
月
中

に
小
玉
果
や
傷
果
を
間
引
き
し
ま
す
。
た
だ

し
、
着
果
量
の
少
な
い
樹
は
、
９
月
の
仕
上
げ

摘
果
で
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　

果
実
肥
大
と
樹
勢
維
持
の
た
め
、
適
切
に
灌

水
し
ま
し
ょ
う
。
灌
水
の
目
安
は
、
果
実
が
日

中
柔
ら
か
く
朝
に
な
る
と
硬
く
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
数
日
後
に
灌
水
が
必
要
で
、
朝
に
な
っ

て
も
柔
ら
か
い
場
合
は
、
早
急
に
灌
水
し
て
く

だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
８
月
中
旬

◎
黒
点
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
（
水
）　

600
倍
〔
30
日
／

イ
チ
ジ
ク

ウ
メ

カ
キ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

果
樹
全
般

４
回
〕

◎
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
（
ネ
ギ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
除
く
）

・
コ
テ
ツ
（
フ
）　

4000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

▽
８
月
下
旬
〜
９
月
中
旬

◎
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
・
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
チ
ャ

ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

・
ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー
（
フ
）　

2000
倍
〔
前
日
／
１

回
〕

●
浮
皮
・
果
皮
障
害
対
策

・
バ
イ
カ
ル
テ
ィ　

1000
倍
加
用
（
防
除
毎
）

　
こ
の
事
業
は
、（
公
財
）
和
歌
山
県
農
業
公

社
（
農
地
中
間
管
理
機
構
）
が
、
規
模
縮
小
や

後
継
者
が
な
く
離
農
し
よ
う
と
す
る
農
家
の
農

地
を
借
り
受
け
、
規
模
拡
大
し
た
い
農
家
や
新

規
就
農
者
等
に
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、

営
農
生
活
部（
☎
4
7
3

-

9
4
0
2
）

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
の
貸
借
・
借
受
希
望
者
募
集
中

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る

農
地
中
間
管
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト

1 

公
的
機
関
の
機
構
と
の
契
約
な
の
で
安
心
!!

出
し
手
農
家
…
農
地
は
契
約
期
間
が
終
わ
れ

ば
確
実
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
賃
料
は
公
社
が
回

収
す
る
の
で
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

受
け
手
農
家
…
農
地
の
所
有
者
が
複
数
の
場

合
で
も
契
約
は
公
社
と
だ
け
で
済
む
の
で
、
借

入
期
間
中
は
安
心
し
て
耕
作
可
能
。

2 

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

プラグ苗大口購入奨励措置のお知らせ
　農家の生産コスト低減を図るため、今年度も引き続き以下の奨励措置を実施します。

奨励金のお支払いは来年 5月に予定しています。

野菜プラグ苗　※キャベツ・ハクサイ・ブロッコリー・レタス・サニーレタス・ロメインレタス対象品目

（1）500トレー以上購入…購入金額の5％
（2）300トレー以上購入…購入金額の4％
（3）150トレー以上購入…購入金額の3％

奨 励 金

共販部会員対 象 者 平成31年４月１日～令和２年３月31日対象期間

令和元年度
共販部会 肥料・農薬引取日程のお知らせ
北ブロック

日　時 ８月19日（月）・20日（火）　８：30～17：00
場　所 北部営農センター集荷場（旧西田井集荷場）

中央ブロック

場　所

日　時 高積支店管内
８月15日（木）・16日（金）　８：30～17：00
ひがし・四ケ郷中之島支店管内
８月19日（月）・20日（火）　８：30～17：00
中央営農センター

南ブロック
日　時 ８月16日（金）　８：30～17：00

場　所 南部営農センター

東ブロック

肥
料

日　時 ８月22日（木）　８：30～17：00
場　所 広見橋集荷場

農
薬

日　時 ８月22日（木）　８：30～17：00
場　所 岡崎・西山東・東山東・安原支店　８：30～17：00

8月のアナタの運勢
～モナ・カサンドラ～ 1011



それぞれの詳細は、営農生活部☎473－9402　または最寄りの営農センターまでお問い合わせください。

果樹類の優良品目、品種など産地振興品目、品種への転換に対する助成です。

① 転換元がかんきつ類：23万円/10a　② 転換元が落葉果樹：17万円/10a
③ 転換先が指定落葉果樹以外：税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
※指定落葉果樹とは…桃、柿、梅、イチジク、ブドウ、栗を指します。

優良品目、品種への転換 
（2a以上）

園内道などの整備に対する助成です。

○ 補助率 ： 税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
小規模基盤整備 
（10a以上）

多目的スプリンクラーやマルチドリップなどの設置に対する助成です。

○ 補助率 ： 税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
品質向上施設の設置 

（10a以上）

代替軌道施設、防霜・防風施設（受電設備は含まない）の設置に対する助成です。

○ 補助率 ： 税抜き事業費の1/2以内 （3社見積もりが必要です。）
※モノラック（本機と荷台のセット）の更新（安全鑑定取得機種で既存設備より牽引能力、積載能力の向上が条件）とそれに伴う
レールの延長、支線の整備、レールの更新ができます。

特認事業 
（10a以上）

優良品目、品種へ転換した担い手に対して未収益期間（5年間）のうち、改植初年度を除いた4年間の果樹の育
成経費の一部を定額で支援するものです。

○ 補助単価 ： 22万円/10a （5.5万円×4年）
※事業終了後、果樹経営支援対策事業の補助金と一括で支払われます。

果樹未収益期間支援事業 
（5a以上）

果樹類の優良品目、品種など産地振興品目、品種への転換に対する助成です。優良品目、品種への転換 

果樹経営支援対策事業を活用しましょう！

１．以下のいずれかに該当すること。
　①認定農業者　②農業所得が主で60歳代までの者がいる農家　③農業所得が主で後継者が確実にいる農家　④農業生産法人　⑤新規参入者
２．温州みかんに関する事業を実施する場合は、温州みかん需給調整対策事業に参加していること。
３．防霜、防風施設を希望される場合は以下の条件をすべて満たすこと。
　①果樹共済に加入していること　②受益面積は10a以上5ha未満であること　③国の補助事業による整備が困難であること

以下のすべての条件を満たす必要があります。事業対象者

事業の申込締切日：令和元年8月14日（水）

※要望が多い場合、補助率が下がることや、ハウスの高度化には種類により上限額（1a当たり）が設定されています。

補助対象となる機械・資材対策
生産性の向上 （1）ICT等の新技術を使用した機械設備の導入

①炭酸ガス発生装置…フルタ光合成促進機
（2）省力化機械の導入

①野菜移植機　②野菜収穫機　③農業用ドローン
（3）高品質化につながる機械設備の導入

①高設栽培・養液栽培装置　②自動換気装置　③遮熱ネット（遮光ネットは対象外）
（4）集出荷貯蔵施設の導入

①野菜選別機　②野菜袋詰機

施設園芸の拡大 （1）ハウスの高度化
①耐風性ハウス　②耐暑性ハウス　③ダブルアーチハウス

（2）省エネ機器の導入
①循環送風機…フルタエアビーム［AB361NA（100V）、AB363NA（200V）］　
②多重カーテン

申込締切日　令和元年8月30日（金）

高い生産性が特徴のオランダ農業をモデルとした新技術の導入や災害に強い施設園芸ハウスの整備等、生産
から流通、販売までの取り組みを総合的に支援します。
JAが策定する産地構造計画に基づき、ハード・ソフト事業を総合的に支援します。
事業主体　　　　JA、出荷団体、協議会、農業者　等
補助率　　　　　下記補助対象の 1/3 以内
補助限度額　　　10,000 千円／ 1団体
　　　　　　　　（ICT等の新技術を使用した機械設備又はハウスの高度化を含む場合25,000千円）

要望とりまとめについて
次世代野菜花き産地パワーアップ令和

２年度

一層、生産者の皆
さまの立場になっ
てよりわかりやす
い営農指導に努め
ていきます。

生産者の知恵袋と
なって課題を解決
し、地域農業のさ
らなる発展に努め
ます。

各種試験研究に取
り組み、管内の農
家所得増大のため
に役立てていきま
す。

農家所得向上のた
めに最善の栽培技
術や知識を提供し
てまいります。

生産者の皆さまと
共に歩む営農指導
員として邁進して
いきます。

野菜・果樹・水稲の
栽培技術と経営の
向上に向け、邁進
していきます。

高品質な苗を育苗
し、農家所得の向
上につなげられる
よう頑張ります。

農業支援事業関係
を担当していま
す。皆さまのお役
に立てるよう頑張
ります。

皆さまに満足して
いただける苗を供
給するため、日々
勉強に励んでいま
す。

地区巡回を通じて
組合員との交流を
深め、皆さまに頼
られる指導員にな
ります。

我々にお任せください！営農指導員
農業に関する皆さまの疑問・お悩みは我々が解決します！

ＪＡわかやまブラン
ドを皆さまと一緒
に作りあげるた
め、誠心誠意サ
ポートさせていた
だきます。

児玉　常義

０８０－９５９９－７４６０
北部営農センター

楫本　智司

０８０－９５９９－７４５４
南部営農センター

手平　康介

０８０－９５９９－７４５５
南部営農センター

上野山　恭介

０８０－９５９９－７４６２
中央営農センター

冨上　大介

０８０－９５９９－７４５８
西部営農センター

田中　敦幸

０８０－９５９９－７４５３
営農生活部

岩橋　直路

０８０－９５９９－７４６４
営農生活部

中井　翔大

０８０－９５９９－７４５６
営農生活部

大西　和宏

473-9402
（営農生活部）

営農生活部
中里　成吾

465-4100
（ｸﾞﾘｰﾝｽﾃｰｼｮﾝ）

営農生活部

⻆田　拓摩

０８０－９５９９－７４６３
中央営農センター

1213 ●キュウリ
●「親しき仲にも礼儀あり」を肝に銘じたい時期。特に家族に口うるさくするのは避けて。開運には部屋の掃除を。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●胃腸に優しい食事にすると体調に好影響。
全体運牡牛座

4/20 ～5/20 ●新ショウガ
●レジャー運良好。気の合う仲間たちと出掛ければ、わくわくうれしい発見あり。実力発揮のチャンスがある予感。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●エネルギッシュ。スポーツイベントが吉。
全体運牡羊座

3/21～4/19
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